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芝の増上寺会館で●東京

㌧

二
十
二
日
の
全
体
会
で
熱
心
に
聞
き
入
る
つ
め
か
け
た
参
加
著
た
ち

蓬
遷
欝
燃

騨　　」鱒

200名

参集

…
昭
和
六
＋
三
年
度
の
同
和
研
修
会
は
、
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

“
十
月
二
十
一
、
二
の
両
日
、
東
京
芝
の
増

叩
上
寺
会
館
を
会
場
に
、
各
宗
派
・
都
道
府
　
…

　

“
県
門
教
会
よ
り
関
係
者
約
二
百
人
が
出
席
　
…

…
し
て
開
催
さ
れ
た
。
本
年
で
第
八
回
目
を
　
…

鱒
迎
え
た
同
和
研
修
会
だ
っ
た
が
、
初
め
て
．
…

…
参
加
し
た
人
も
多
く
、
二
つ
の
基
調
講
演
　
…

…
の
後
、
八
つ
の
分
散
会
に
分
か
れ
て
、
二
　
…

…
日
岡
に
亙
る
、
熱
意
あ
ふ
れ
る
研
鎭
を
行
　
…

…
つ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
野
口
善
雄
懸
仏
理

　
　
　
事
長
が
開
会
の
辞

　
　
　
〈
開
会
　
式
〉

　
二
十
一
日
の
午
後
一
時
か
ら
会
館
講
堂
で
開

会
式
が
行
わ
れ
た
。

　
参
加
者
全
霊
に
よ
る
三
帰
依
文
唱
和
に
つ
づ

き
、
本
会
の
野
口
善
雄
理
事
長
が
開
会
の
辞
、

吉
井
道
樹
「
同
宗
連
」
議
長
、
廣
本
電
電
増
上

寺
執
事
長
挨
拶
の
後
、
本
会
同
和
委
貝
会
の
蓮

池
磯
際
委
員
長
が
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

っ
て
、
開
会
式
を
終
了
し
た
。

　
　
〈
基
調
講
演
A
＞

　
午
後
｝
時
三
十
分
か
ら
、
同
じ
講
堂
で
九
州

産
業
大
学
教
授
で
、
部
落
解
放
基
本
法
制
定
要

求
国
民
運
動
福
岡
県
実
行
委
員
会
事
務
局
長
の

林
力
氏
が
、
「
解
放
を
問
わ
れ
つ
づ
け
て
」
と
い

う
演
題
で
基
調
講
演
を
行
っ
た
。

　
林
氏
は
、
大
変
に
熱
の
こ
も
っ
た
説
得
力
あ

る
語
り
口
で
、
自
ら
の
体
験
を
中
心
に
、
要
旨

次
の
よ
う
な
話
を
さ
れ
た
。
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吉
井
道
樹
同
宗
連
議
長

蓮
池
瑞
旭
同
和
委
員
長

鑛
◎

◎

九
州
産
業
大
学
教
授
林
　
力
氏

　
私
は
福
岡
県
で
、
大
変
熱
心
な
浄
土
真
宗
の

門
徒
だ
っ
た
両
親
に
育
て
ら
れ
た
。
貧
し
い
境

遇
だ
っ
た
が
、
常
々
「
あ
そ
こ
（
同
和
地
区
）

の
人
間
と
は
違
う
」
と
い
う
形
で
の
差
別
教
育

を
受
け
つ
づ
け
た
。
そ
し
て
、
子
供
心
に
も
不

思
議
に
思
え
た
の
は
、
同
和
地
区
の
お
寺
は
荘

厳
が
と
て
も
り
っ
ぱ
で
、
し
か
も
お
説
教
を
聴

聞
す
る
人
が
多
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
そ
こ

に
は
、
当
時
な
か
な
か
口
に
す
る
こ
と
が
出
来

な
か
っ
た
米
俵
が
、
山
の
よ
う
に
積
ん
で
あ
っ

基
調
講
座
A
の
林
力
氏

た
。　
戦
後
、
小
学
校
の
教
員
と
な
り
、
近
く
に
同

和
地
区
が
あ
る
地
域
へ
赴
任
し
た
。
今
か
ら
思

う
と
、
事
実
上
の
差
別
教
師
で
あ
っ
た
が
、
一

九
五
六
年
に
起
こ
っ
た
福
岡
市
長
選
挙
差
別
事

件
を
契
機
と
し
て
、
同
和
教
育
運
動
に
か
か
わ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
同
和
教
育
運
動
を
通
し
て
、
私
は
自
身
が
何

も
意
識
せ
ず
に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
、
「
差
別
に

な
っ
て
い
る
」
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
よ
う
に

基
調
講
演
B
の
柏
原
祐
泉
氏

な
っ
て
い
っ
た
。

　
若
い
頃
の
私
は
、
自
分
な
り
に
一
生
懸
命
や

っ
て
お
り
、
良
い
教
師
だ
と
思
い
上
が
っ
て
い

た
。
し
か
し
現
在
、
そ
れ
が
何
と
い
う
差
別
教

育
で
あ
っ
た
か
、
痛
恨
の
気
持
で
い
っ
ぱ
い
で

あ
る
。
同
和
教
育
運
動
に
よ
っ
て
、
お
前
の
や

っ
て
い
る
こ
と
は
、
本
当
の
教
育
な
の
か
、
と

問
い
直
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
自
ら
差
別
し
よ
う
と
す
る
教
師
は
い
な
い
と

思
う
。
し
か
し
自
分
の
行
動
が
、
教
育
の
現
場

．
で
「
差
別
に
な
っ
て
い
る
」
事
実
は
、
日
常
的

に
山
ほ
ど
あ
る
の
で
あ
る
。

　
教
育
現
場
で
の
最
大
の
差
別
は
、
黙
殺
の
差

別
と
い
え
る
。
教
師
の
目
は
ど
う
し
て
も
よ
く

出
来
る
子
に
向
き
が
ち
で
あ
る
。
同
和
地
区
の

子
供
に
対
す
る
態
度
は
、
「
ど
ん
な
良
い
事
を
し

て
も
ほ
め
ら
れ
も
せ
ず
、
ど
ん
な
悪
い
事
を
し

て
も
し
か
ら
れ
も
せ
ず
」
と
い
う
言
葉
が
象
徴

し
て
い
る
。

　
私
の
父
は
、
私
が
小
学
校
六
年
生
の
時
に
ハ

ン
セ
ン
氏
病
で
入
院
し
た
。
こ
の
病
気
に
対
す

る
社
会
の
偏
見
は
ま
こ
と
に
大
き
く
、
一
度
発

病
し
た
人
の
社
会
復
帰
を
全
く
不
可
能
に
し
て

い
る
。
家
族
が
こ
の
病
に
か
か
る
と
、
必
死
に

そ
れ
を
隠
す
の
い
う
の
が
一
般
的
で
あ
ろ
う
。

　
幼
い
頃
か
ら
浄
土
真
宗
の
お
寺
で
、
い
つ
も

因
縁
話
を
聞
か
さ
れ
て
き
た
私
は
、
父
の
発
病

を
、
前
世
の
因
縁
と
し
て
受
け
と
め
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
部
落
解
放
運
動
に
ふ
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
部
落
に
生
ま
れ
た
こ
と
を

恥
と
せ
ず
、
戦
っ
て
お
ら
れ
る
人
々
の
姿
に
ふ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
な
ぜ
私
が
ハ
ン
セ
ン
氏

病
の
父
を
持
つ
子
で
あ
る
こ
と
を
隠
さ
ね
ば
な

ら
な
い
の
か
、
と
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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こ
う
し
た
意
識
の
変
化
は
、
私
に
と
っ
て
決
　
　
に
お
い
て
、
宗
教
家
の
方
々
が
果
た
す
べ
き
役

定
的
に
大
き
な
意
味
を
持
つ
出
来
事
で
あ
っ
た
　
　
割
り
は
、
ま
こ
と
に
重
い
と
い
え
る
の
で
は
な

と
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
だ
ろ
う
か
。

　
ま
だ
ま
だ
人
権
後
進
国
で
あ
る
現
代
の
日
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
谷
大
学
名
誉
教
授
　
柏
原
　
祐
泉
氏
　
”

　
　
〈
基
調
講
演
B
V

　
つ
づ
い
て
午
後
三
時
十
五
分
か
ら
、
大
谷
大

学
名
誉
教
授
の
柏
原
祐
泉
氏
が
「
近
代
の
部
落

差
別
と
仏
教
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。

　
柏
原
氏
は
、
①
近
代
教
団
仏
教
の
差
別
的
体

質
、
②
近
代
資
本
主
義
社
会
と
部
落
差
別
、
③

近
代
仏
教
の
貴
族
主
義
、
権
威
主
義
、
④
近
代

社
会
発
展
に
癒
着
し
た
仏
教
の
状
況
、
⑤
部
落

差
別
へ
の
取
り
組
み
、
の
五
点
を
柱
に
、
要
旨

次
の
よ
う
に
話
さ
れ
た
。

　
仏
教
の
部
落
差
別
は
、
差
別
戒
名
の
手
引
書

『
貞
観
艶
態
格
式
目
』
や
、
真
宗
の
い
わ
ゆ
る

「
覚
如
十
三
ヶ
条
」
な
ど
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、

少
な
く
と
も
中
世
末
期
に
は
か
な
り
露
骨
化
し
、

つ
い
で
近
世
江
戸
時
代
の
身
分
制
社
会
の
固
定

化
に
と
も
な
い
、
そ
の
か
か
わ
り
が
決
定
的
な

も
の
と
な
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　
近
世
の
情
況
を
、
部
落
差
別
の
実
態
に
即
し

て
い
え
ば
、
基
本
的
に
は
身
分
制
の
固
定
化
に

も
っ
と
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
檀
家
制
度

の
実
施
や
、
差
別
的
な
教
化
、
差
別
戒
（
法
）

名
・
墓
石
・
過
去
帳
、
差
別
的
教
説
書
な
ど
が

あ
り
、
差
別
を
温
存
、
助
長
す
る
教
団
体
質
に

即
し
て
い
え
ば
、
古
代
以
来
の
天
皇
制
と
結
合

し
た
貴
族
主
義
、
権
威
主
義
を
指
摘
で
き
る
だ

ろ
う
。

　
近
代
の
仏
教
は
、
以
上
の
よ
う
な
江
戸
時
代

の
仏
教
と
部
落
差
別
と
の
関
係
や
伯
ら
の
体
質

を
、
ぽ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
継
承
し
、
さ
ら
に
近

代
以
後
の
部
落
差
別
の
展
開
の
過
程
で
、
そ
の

差
別
性
を
一
層
助
長
し
て
い
っ
た
。

　
近
代
に
お
け
る
部
落
差
別
は
、
明
治
初
期
か

ら
の
資
本
主
義
の
発
展
に
よ
り
、
農
村
で
発
生

す
る
小
作
制
の
高
率
小
作
料
や
、
大
都
市
に
お

け
る
工
場
の
低
賃
金
な
ど
の
、
沈
め
の
役
割
を

負
っ
て
再
生
産
さ
れ
展
開
し
た
が
、
こ
の
よ
う

な
近
代
社
会
の
推
進
を
支
え
た
も
の
は
、
明
治

維
新
以
後
、
強
引
に
復
活
さ
れ
た
天
皇
制
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
近
代
以
後
の
仏
教
は
、
近
世
江
戸
時
代
の
部

落
差
別
の
諸
実
態
、
諸
条
件
を
踏
襲
す
る
の
み

な
ら
ず
、
さ
ら
に
新
た
な
差
別
的
要
素
を
加
味

し
、
強
化
し
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
著

し
い
も
の
は
、
ま
ず
復
活
す
る
天
皇
制
に
再
び

接
近
を
深
め
、
あ
る
い
は
寺
格
の
再
序
列
化
な

ど
に
よ
っ
て
、
近
代
に
お
け
る
教
団
の
貴
族
主

義
、
権
威
主
義
を
再
強
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
は
、
維
新
の
廃
仏
殿
釈
以
後
、
真
宗

に
お
け
る
真
俗
二
諦
の
相
依
相
資
論
が
急
速
に

普
遍
化
さ
れ
た
よ
う
に
、
世
俗
的
近
代
社
会
の

発
展
に
同
調
し
、
そ
の
官
僚
主
義
や
貴
族
対
賎

族
の
構
造
を
是
認
し
、
そ
れ
を
納
得
さ
せ
る
説

教
を
発
展
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
近
代
の
仏
教

教
団
は
、
こ
の
よ
う
な
教
団
展
開
に
基
づ
い
て
、

明
治
以
後
の
様
々
な
差
別
事
象
を
重
ね
て
い
っ

た
の
で
あ
っ
た
。

　
今
旧
の
仏
教
者
、
仏
教
々
団
が
差
別
問
題
へ

取
り
組
む
方
向
は
、
基
本
的
に
二
つ
の
面
が
あ

る
と
思
う
。
第
一
に
は
、
自
己
の
よ
っ
て
立
つ

教
団
の
本
義
を
、
宗
祖
の
精
神
に
帰
っ
て
再
確

認
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
教
団
現
状

へ
の
安
住
か
ら
脱
却
し
て
、
宗
祖
以
後
の
現
状

に
至
る
諸
々
の
変
質
過
程
を
、
意
欲
的
に
見
定

　　

@　…

?
ﾂ

　
　
〈
分
　
散
会
〉

　
第
一
日
目
の
分
散
会
は
、
午
後
五
時
か
ら
会

館
内
の
八
つ
の
会
場
に
分
か
れ
て
実
施
さ
れ
た
。

今
回
の
研
修
会
で
は
、
各
分
散
会
の
満
引
が
十

人
前
後
と
比
較
的
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　
分
散
会
は
、
出
席
者
の
自
己
紹
介
や
基
調
講

演
に
対
す
る
感
想
を
述
べ
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、

「
宗
教
者
と
し
て
信
仰
と
社
会
の
接
点
を
考
え

る
」
を
主
題
に
、
①
部
落
差
別
の
実
態
を
特
に

近
代
の
歴
史
を
通
し
て
学
び
、
仏
教
者
・
仏
教

教
団
が
差
別
を
温
存
、
助
長
し
て
き
た
事
実
を

確
認
す
る
、
②
仏
教
の
様
々
な
儀
式
な
ど
に
見

め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
部
落
問
題
は
歴
史
的
、
社
会
的
な
構

造
と
心
理
的
な
意
識
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
か
ら
、
そ
の
具
体
的
、
科
学
的
な
認
識
、

学
習
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
部
落
差
別
の
実
態
に

対
す
る
認
識
は
、
単
に
宗
教
的
、
普
遍
的
観
念

に
よ
る
の
み
で
は
、
不
可
能
と
い
う
べ
き
で
あ

ろ
う
。

　
こ
れ
ら
両
者
は
、
も
ち
ろ
ん
同
時
的
に
、
有

機
的
関
係
を
も
っ
て
、
実
施
さ
れ
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
部
落
差
別
の
反
本
義

性
、
否
宗
教
性
の
実
態
を
見
定
め
、
解
放
へ
の

実
践
に
尽
力
す
る
と
共
に
、
自
己
の
教
団
の
差

別
的
体
質
を
え
ぐ
り
出
し
、
取
り
除
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
よ
り
本
義
に
目
覚
め
た
宗
教
活
動
へ

転
ず
る
契
機
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

の
会
場
で
分
散
会
　　　●　●　●　●　●　●●　●　●

ら
れ
る
現
在
の
社
会
的
通
念
、
宗
教
意
識
に
つ

い
て
、
釈
尊
の
教
え
に
照
ら
し
て
、
生
活
全
体

の
中
か
ら
自
己
の
差
別
意
識
を
問
い
直
す
、
の

二
点
を
中
心
と
し
て
、
研
鑛
を
進
め
た
。

　
こ
の
日
の
分
散
会
は
、
夕
食
を
は
さ
ん
で
午

後
九
時
す
ぎ
ま
で
行
わ
れ
た
。

　
分
散
会
終
了
後
、
各
会
の
司
会
者
、
助
言
者
、

同
和
委
貝
、
事
務
局
等
で
打
合
せ
会
が
持
た
れ
、

第
一
日
目
を
終
了
し
た
。

　
二
十
二
日
、
研
修
会
は
二
日
目
に
入
り
、
朝

の
お
つ
ど
め
、
朝
食
の
後
、
午
前
八
時
か
ら
分

散
会
が
再
会
さ
れ
た
。

一4一
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@
池
委
員
長
の
司
会
で
全
体
会

　
（
全
　
体
　
会
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
和
委
員
・
伊
東
俊
彦
師
の
司
会
で
、
全
体
会

二
十
二
日
午
前
十
時
か
ら
、
蓮
池
委
員
長
と
　
　
が
、
講
堂
に
会
場
を
戻
し
て
始
め
ら
れ
た
。

，
．
．
譲
鋼

＝
餐
一

貫
を
並
べ
て
熱
心
に
討
議
す
る
分
散
会
の
参
加
者
た
ち

層
最
初
に
三
分

散
会
で
の
討
議

内
容
が
、
そ
れ
，

そ
れ
の
担
当
者

か
ら
発
表
さ
れ

た
が
、
高
分
散

会
で
提
起
さ
れ

た
問
題
は
、
次

の
よ
う
に
、
き

わ
め
て
多
方
面

に
わ
た
っ
て
い

る
こ
と
が
、
明
ら
か
と
な
っ
た
。

※
「
結
婚
等
に
か
か
わ
る
身
元
調
査
」
「
差
別
戒

（
法
）
名
・
墓
石
・
過
去
帳
」
「
僧
階
・
寺
格
等

の
教
団
内
部
に
お
け
る
差
別
構
造
」
「
因
縁
・
業

思
想
」
「
一
般
社
会
の
差
別
用
語
」
「
天
皇
制
」
「
経

典
等
に
み
ら
れ
る
差
別
思
想
」
「
仏
教
界
全
体
に

現
存
す
る
女
性
差
別
」
「
稜
の
感
覚
」
「
住
職
等
の

世
襲
制
」
「
糾
弾
の
意
義
」
「
僧
侶
の
特
権
意
識
」

「
日
常
生
活
の
中
に
習
俗
化
し
た
差
別
」
「
教
団

の
社
会
に
働
き
か
け
よ
う
と
す
る
意
欲
の
欠
如
」

「
教
団
内
部
の
関
係
者
が
温
存
し
て
い
る
差
別

意
識
」
「
家
制
度
、
祖
霊
信
仰
、
先
祖
供
養
と
差

別
」
「
法
要
・
儀
礼
に
秘
め
ら
れ
た
差
別
性
」
「
日

本
人
の
人
権
感
覚
」
「
意
識
変
革
の
方
法
」

　
つ
づ
い
て
司
会
の
伊
東
師
が
、
分
散
会
で
の

討
議
内
容
を
、
①
教
団
内
部
の
問
題
一
A
組
織

全
体
会
を
ま
と
め
る
伊
東
俊
彦
師

面
、
B
儀
礼
面
、
②
業
思
想
の
あ
や
ま
っ
た
理

解
、
③
天
皇
制
、
④
身
元
調
査
、
⑤
宗
祖
の
教

え
に
帰
る
、
⑥
私
た
ち
の
意
識
を
ど
う
変
え
て

い
く
か
、
の
六
点
に
整
理
し
て
、
全
体
を
総
括

し
た
。

　
最
後
に
、
基
調
講
演
の
講
師
を
努
め
た
林
力

闘
と
、
柏
原
祐
泉
氏
が
ま
と
め
の
助
言
を
行
い

全
体
会
を
終
了
し
た
。

　
こ
の
中
で
柏
原
氏
は
特
に
業
の
問
題
に
ふ
れ
、

次
の
よ
う
に
話
さ
れ
た
。

　
「
仏
教
は
、
無
明
の
存
在
で
あ
る
私
た
ち
が
、

解
脱
・
成
仏
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
本
義
が
あ
る
。

世
俗
社
会
は
、
無
明
、
迷
い
の
世
界
そ
の
も
の

と
い
え
る
。
そ
七
て
自
己
の
無
明
性
を
見
定
め
、

超
え
て
い
く
も
の
と
し
て
宿
業
論
が
説
か
れ
て

い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
世
俗
で
の
身
分
を
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
す
る
道
具
で

各
分
散
会
の
内
容
が
報
告
さ
れ
た

は
決
し
て
な
い
。

仏
教
者
は
仏
法

に
か
な
う
か
否

か
で
世
俗
を
見
、

か
な
う
よ
う
に

行
動
し
て
い
く

べ
き
で
あ
ろ
う
」

〈
閉
会
式
〉

　
午
前
十
一
時

半
、
本
会
の
白

川
良
純
事
務
総

長
が
閉
会
の
辞

を
述
べ
、
二
日

間
に
亙
っ
た
日

程
を
全
て
終
了

し
た
。
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税
制
改
正
、
自
民
党
へ
要
望
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
ロ
善
雄
理
事
長
名
で
提
出

　
税
制
改
革
へ
向
け
て
、
国
会
審
議
が
進
む
中

で
、
本
会
は
九
月
二
十
九
日
付
け
で
、
左
記
の

　
「
要
望
書
」
を
自
由
民
主
党
政
務
調
査
会
あ
て

に
提
出
し
た
。
こ
れ
は
去
る
九
月
十
三
日
の
税

務
委
員
会
で
内
容
が
検
討
さ
れ
、
野
口
善
雄
理

事
長
名
で
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
要
望
書

　
昭
和
六
十
四
年
度
税
制
改
正
の
審
議
に
あ
だ

り
、
本
会
は
左
記
の
点
を
強
く
要
望
致
し
ま
す
。

〔
要
望
事
項
〕

　
　
（
一
）
公
益
法
人
の
金
融
資
産
よ
り
生
ず
る

　
　
　
　
果
実
に
対
す
る
非
課
税
制
度
の
堅
持

　
（
二
）
公
益
法
人
の
営
む
収
益
事
業
の
範
囲

　
　
　
　
の
縮
小
，

　
（
三
）
公
益
法
人
の
営
む
収
益
事
業
に
対
す

　
　
　
　
る
法
人
税
率
の
引
き
下
げ

〔
理
　
　
由
〕

　
宗
教
法
人
が
本
来
、
人
心
の
安
定
を
は
か
り
、

教
育
、
文
化
、
社
会
福
祉
、
そ
の
他
公
益
の
増

進
に
寄
与
す
る
こ
と
は
、
宗
教
が
人
間
の
心
の

救
い
の
構
造
と
し
て
存
在
す
る
以
上
、
当
然
の

帰
結
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
の
財
源
と
し
て
、
戦
後
の
農
地
解

放
等
に
よ
り
経
済
的
基
盤
を
失
っ
た
現
在
、
金

融
資
産
収
入
に
依
る
処
大
な
る
も
の
が
ご
ざ
い

ま
す
。

　
ま
た
、
宗
教
法
人
法
第
六
条
を
ま
つ
ま
で
も

な
く
、
宗
教
法
人
が
営
む
収
益
事
業
は
、
本
来

営
利
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
宗
教
活

動
を
円
滑
な
ら
し
め
る
た
め
の
も
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
し
か
る
に
、
宗
教
法
人
へ
の
課
税
強
化
は
、

．
そ
の
活
動
を
縮
小
さ
せ
、
宗
教
の
も
た
ら
す
精

神
文
化
の
高
揚
に
著
し
い
支
障
を
き
た
す
と
共

に
、
宗
教
そ
の
も
の
の
存
在
す
ら
危
う
く
す
る

こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
も
と
よ
り
、
国
家
財
政
に
協
力
す
る
こ
と
は
、

宗
教
法
人
と
し
て
当
然
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
「
税
制
改
正
」
の
名
の
も
と
に
、
国
家
権
力

が
憲
法
に
保
障
さ
れ
て
い
る
「
信
教
の
自
由
」
、

「
政
教
分
離
」
の
原
則
を
脅
か
す
こ
と
を
懸
念

す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
税
制
改
正
に

は
、
宗
教
者
と
し
て
絶
対
に
容
認
で
き
る
も
の

で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
宗
教
法
人
の
特
性
及
び
歴
史
的
慣
習
を
十
分

斜
酌
さ
れ
、
ご
審
議
下
さ
い
ま
す
よ
う
せ
つ
に

要
望
申
し
上
げ
ま
す
。

各地で仏教徒大会
　　盛大に大阪、埼玉、長野

記
念
講
演
が
お
こ
な
わ
れ
、

が
「
空
海
－
書
と
人
生
を
さ
ぐ
る
」
、
ま
た
網
干

善
教
関
西
大
学
教
授
が
「
祇
園
精
舎
跡
の
発
掘

調
査
」
と
い
う
演
題
で
講
演
し
た
。

　
第
十
一
回
埼
玉
県
佛
教
徒
大
会
は
「
現
代
に

佛
教
を
活
か
そ
う
」
を
テ
レ
マ
に
去
る
十
月
五

日
、
蕨
市
の
三
学
院
極
楽
殿
に
て
約
三
百
名
の

　
大
阪
、
埼
玉
、
長
野

の
各
府
県
で
仏
教
徒
大

会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ

た
。　
第
二
十
五
回
大
阪
府

仏
教
徒
大
会
は
、
去
る

九
月
二
十
九
日
「
心
の

輪
を
広
げ
よ
う
」
を
テ

ー
マ
に
南
御
堂
大
ホ
ー

ル
に
て
約
五
百
名
の
参

加
者
に
よ
り
開
催
さ
れ

た
。　
鈴
木
龍
珠
大
阪
府
仏

教
会
長
、
本
会
事
務
総

長
ら
の
あ
い
さ
つ
の
後

　
　
書
家
の
榊
莫
山
氏

参
加
者
を
集
め
て
開
催
さ
れ
た
。

　
山
本
道
隆
埼
玉
県
佛
教
会
長
の
導
師
に
よ
り

法
要
が
行
わ
れ
た
後
、
本
会
社
会
部
長
、
蕨
市

長
の
祝
辞
に
続
い
て
、
花
山
勝
友
武
蔵
野
女
子

大
教
授
が
「
不
思
議
な
因
縁
」
と
題
し
て
記
念

講
演
。
闊
達
で
流
暢
な
話
術
に
会
場
は
大
い
に

盛
り
上
が
っ
た
。
そ
の
後
意
見
発
表
が
行
わ
れ

最
後
に
大
会
宣
言
文
が
読
み
あ
げ
ら
れ
閉
会
と

な
っ
た
。

　
第
三
十
四
回
長
野
県
仏
教
徒
安
曇
野
大
会
は

穂
高
町
の
穂
高
町
民
会
館
に
て
去
る
十
月
十
六

日
「
家
庭
の
中
に
仏
の
教
え
を
」
の
テ
ー
マ
の

も
と
約
三
百
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　
古
宇
田
亮
宣
長
野
県
仏
教
会
長
（
善
光
寺
大

勧
進
住
職
）
の
導
師
に
よ
る
法
要
に
続
い
て
、

式
典
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
後
下
山
導
董
老
師
、

（
愛
知
県
専
門
尼
僧
堂
堂
長
）
が
「
く
い
の
な

い
人
生
を
」
と
い
う
題
で
記
念
講
演
。
最
後
に

大
会
宣
言
文
が
発
表
さ
れ
、
盛
会
の
う
ち
に
閉

会
と
な
っ
た
。
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■

全
仏
手
帳

．
　
　
　
　
　
申
込
み
受
付
け
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
左
記
要
領
に
て
、

　
「
西
経
手
帳
」
を
発
行
し
ま
す
。
部
数
に

　
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
御
注
文
は
お

N
早
め
に
。

　
内
容
三
帰
依
文
、
四
弘
誓
願
、
宗
門

　
　
　
　
　
聖
日
、
加
盟
団
体
藻
貝
住
所
録
鱗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
そ
の
他

　
サ
イ
ズ
　
9
又
1
4
㎝

一
定
　
価
　
六
〇
〇
円
（
送
料
実
費
）

…
申
込
先
　
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
－
七
1
・

　
　
　
　
　
四
　
全
日
本
仏
教
会

　
　
　
　
　
　
「
全
図
手
帳
係
」
万
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〔
質
問
〕
今
年
の
固
定
資
産
税
と
都
市
計
画

税
は
去
年
よ
り
少
し
安
く
な
り
ま
し
た
。
私

の
寺
も
十
数
戸
の
方
に
宅
地
を
貸
し
て
お
り

ま
す
が
、
今
ま
で
地
代
は
、
固
定
資
産
税
と

都
市
計
画
税
の
二
・
七
倍
位
で
戴
い
て
き
ま

し
た
。
安
く
な
っ
た
今
年
の
税
金
で
計
算
し

ま
す
と
三
倍
を
越
え
て
し
ま
い
ま
す
。
聞
く

と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
都
市
計
画
税
が
小
規

模
住
宅
用
地
に
つ
い
て
二
分
の
一
に
な
っ
た

の
で
安
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ

れ
億
昭
和
六
十
五
年
度
ま
で
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
れ
で
も
税
金
の
三
倍
以
上
と
い
う

こ
と
で
収
益
事
業
と
し
て
申
告
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
S
住
職
）

〔
回
答
〕
御
質
問
に
あ
る
と
お
り
、
今
年
度

か
ら
都
条
例
が
改
正
さ
れ
、
都
内
二
十
三
区

内
の
都
市
計
画
税
は
、
住
宅
用
地
の
う
ち
二

百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
小
規
模
住
宅
用
地

に
つ
い
て
従
来
の
税
率
の
二
分
の
一
に
な
り

ま
し
た
。
御
承
知
の
よ
う
に
お
寺
が
小
規
模

住
宅
用
に
土
地
を
貸
し
て
い
る
場
合
、
固
定

資
産
税
と
都
市
計
画
税
の
三
倍
以
下
の
地
代

を
戴
い
て
い
る
と
き
は
、
不
動
産
貸
付
業
に

該
当
し
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
今
回
の
都
条

例
の
改
正
に
よ
り
、
都
市
計
画
税
が
去
年
よ

り
安
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
地
代
を
す
え
お

く
と
三
倍
を
越
え
る
と
こ
ろ
も
出
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
を
越
え
な
い
よ
う
に
し
ょ
う
と
思

え
ば
、
地
代
の
値
下
げ
を
し
な
け
れ
ば
な
り

が
下
が
っ
た
の
に
す
え
お
き
は
げ
し
か
ら
ん

と
お
し
か
り
を
悼
む
る
と
い
う
こ
と
に
も
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
で
法
人
税
基
本
通
達
一
五
一
一
－

二
一
は
低
廉
貸
付
の
判
定
に
つ
い
て
は
、
都

市
計
画
税
が
特
別
に
減
免
さ
れ
て
い
る
場
合

で
あ
っ
て
も
、
そ
の
減
免
が
さ
れ
な
か
っ
た

と
し
た
場
合
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
税
額
を
基

準
に
し
て
三
倍
以
下
か
ど
う
か
を
判
定
す
る

旨
規
定
し
て
い
ま
す
。
問
題
は
、
今
回
の
都

条
例
の
改
正
で
減
額
さ
れ
た
都
市
計
画
税
は
、

右
に
い
う
特
別
な
減
免
に
該
当
す
る
か
ど
う

か
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
該
当
し
な
い

と
す
る
と
、
地
代
を
値
下
げ
す
る
に
し
て
も
、

固
定
資
産
税
と
都
市
計
画
面

ま
せ
ん
が
、
減
額
措
置
は
昭
和
六
十
五
年
度

ま
で
で
す
か
ら
、
昭
和
六
十
六
年
度
に
都
市

計
画
税
が
元
に
戻
り
ま
す
と
地
代
を
大
幅
に

値
上
げ
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
ま
す
。
地
代
の

値
下
げ
は
可
能
で
も
、
大
幅
な
値
上
げ
は
不

可
能
で
す
か
ら
、
こ
れ
を
回
避
し
よ
う
と
思

う
と
、
今
年
か
ら
三
ヶ
年
間
だ
け
は
収
益
事

業
と
な
る
こ
と
を
覚
悟
し
て
、
地
代
を
す
え

お
き
、
収
益
事
業
と
し
て
区
分
計
算
を
し
て

そ
の
駒
牽
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
に
は
面
倒
な
区
分
計

算
、
収
益
事
業
申
告
を
す
る
う
え
に
大
幅
な

減
収
に
な
る
反
面
、
借
地
人
か
ら
は
、
税
金

す
え
お
き
に
す
る
に
し
て
も
、
前
述
の
よ
う

な
不
都
合
が
お
き
て
き
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
都
市
計
画
税
が
特
別
に
減
免
さ

れ
て
い
る
場
合
に
も
そ
の
減
免
が
さ
れ
な
か

っ
た
と
し
て
判
定
す
る
と
い
う
基
本
通
達
の

趣
旨
は
「
通
常
で
あ
れ
ば
低
廉
貸
料
に
該
当

し
て
非
課
税
に
な
る
の
に
、
た
ま
た
ま
税
率

が
減
免
さ
れ
た
た
め
に
低
廉
貸
料
に
該
当
し

な
い
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
で
は
、
判
定
基

準
と
し
て
は
中
立
的
で
な
い
し
、
ま
た
、
こ

の
判
定
基
準
を
定
め
た
法
人
税
法
施
行
規
則

第
四
条
の
こ
の
規
定
も
、
通
常
課
さ
れ
る
べ

き
固
定
資
産
税
等
の
額
を
基
準
と
し
て
そ
の

判
定
を
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
し
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
都
条
例
の
改
正
は
、
異
常
な
地
価

の
高
謄
が
評
価
に
反
映
し
な
い
よ
う
に
と
い

う
措
置
と
同
一
線
上
に
あ
り
、
昭
和
六
十
五

年
度
ま
で
の
三
年
間
に
限
っ
て
と
ら
れ
る
臨

時
の
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
従
っ

て
、
今
回
の
軽
減
税
率
は
基
本
通
達
に
い
う

特
別
に
減
免
さ
れ
て
い
る
場
合
に
該
る
と
い

え
ま
す
。
で
す
か
ら
昨
年
と
同
じ
税
率
一
〇

〇
分
の
○
・
三
で
計
算
し
て
都
市
計
画
税
と

固
定
資
産
の
三
倍
以
下
の
地
代
な
ら
ば
収
益

事
業
に
な
ち
な
い
と
考
え
て
良
い
と
思
い
ま

す
。　
　
　
　
国
税
庁
と
し
て
も
、
唐
突
に
お
き

　
　
　
て
き
た
問
題
の
よ
う
で
、
統
一
し
た

　
　
　
見
解
は
未
だ
な
い
よ
う
な
気
配
で
す
。

本
誌
の
転
載
に
つ
い
て

　
最
近
、
加
盟
団
体
の
機
関
紙
誌
等
に
、
本

誌
の
記
事
が
転
載
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て

い
ま
す
。
特
に
こ
の
「
法
律
相
談
室
」
等
、
．

税
務
に
関
す
る
記
事
の
転
載
が
多
い
よ
う
で

す
が
、
本
誌
を
転
載
す
る
場
合
は
、
次
の
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

①
本
会
社
会
部
ま
で
、
転
載
す
る
旨
、
ご

連
絡
下
さ
い
。

　
②
筆
者
の
了
解
を
求
め
て
下
さ
い
。

③
転
載
さ
れ
ま
し
た
記
事
に
つ
い
て
は
、

各
紙
誌
に
そ
の
旨
、
明
記
下
さ
い
。

④
転
載
紙
誌
を
、
本
会
社
会
部
宛
に
お
送

り
下
さ
い
。
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本
誌
の
「
法
律
相
談
室
」
が
本
に

長
谷
川
正
浩
先
生
の
税
務
解
説

　
本
誌
に
毎
号
連
載
さ
れ
、
好
評
を
博
し
て
お

り
ま
す
「
法
律
相
談
室
」
か
、
一
冊
の
本
に
ま

と
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
去
る
昭
和
五
十
七
年
四
月
号
か
ら
連
載
か
始

ま
り
、
六
年
半
に
亙
っ
て
、
寺
院
（
宗
教
法
人
）

を
め
ぐ
る
様
々
な
法
律
・
税
務
問
題
に
対
し
て
、

本
会
顧
問
弁
護
士
の
長
谷
川
正
浩
先
生
に
、
懇

切
な
回
答
を
ご
執
筆
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
こ

の
「
法
律
相
談
室
」
は
、
毎
号
、
大
き
な
反
響

を
よ
ん
で
い
ま
す
。

　
ち
ょ
う
ど
、
各
地
で
寺
院
に
対
す
る
税
務
調

査
が
、
き
び
し
さ
を
増
し
た
時
期
と
重
な
っ
た

た
め
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
各
宗
派
や
都
道
府
県

仏
教
会
の
機
関
誌
等
に
も
た
び
た
び
転
載
さ
れ
、

以
前
よ
り
、
ぜ
ひ
本
に
ま
と
め
て
ほ
し
い
と
い

う
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
社
団
法
人
・
民
事
法
情
報
セ
ン

タ
ー
か
ら
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
『
寺
院

来
月
刊
行
へ

運
営
の
税
務
相
談
』
は
、
本
誌
に
執
筆
さ
れ
た

「
法
律
相
談
室
」
の
他
に
、
長
谷
川
先
生
が
、

本
会
の
「
税
務
セ
ミ
ナ
ー
」
で
行
っ
た
講
演
記

録
や
、
各
種
の
資
料
等
も
加
え
、
宗
教
法
人
の

法
律
・
税
務
一
般
に
対
す
る
基
礎
知
識
を
は
じ

め
、
税
務
当
局
の
立
ち
入
り
調
査
へ
の
対
処
方

法
、
質
問
検
査
権
の
解
説
、
法
人
会
計
の
具
体

的
な
運
用
方
法
等
が
平
易
な
Q
＆
A
で
ま
と
め

ら
れ
て
お
り
、
読
み
進
む
に
つ
れ
、
誰
で
も
今

日
の
寺
院
が
直
面
し
て
い
る
諸
々
の
問
題
が
、

理
解
で
き
る
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
会
で
、
税
制
抜
本
改
革
へ
向
け
て
の
審
議

が
進
む
中
で
、
宗
教
法
人
に
対
す
る
税
務
当
局

の
攻
勢
も
、
今
後
ま
す
ま
す
き
び
し
く
な
る
と

予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
意
味
か
ら
も
、
ま

も
な
く
刊
行
予
定
（
定
価
千
八
百
円
）
の
本
書

は
、
全
て
の
寺
院
関
係
者
に
と
っ
て
必
読
の
書

と
い
え
ま
す
。

」　

?五一
日日

　
六
日

　
九
日

＋
一
日

義

　
　
　
1
（
＋
月
）
1

小
峰
令
丸
師
本
葬
参
列

埼
玉
県
佛
教
徒
大
会
出
席

同
和
正
副
委
貝
長
打
合
せ
会

ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
委
員
会

釧
路
念
法
寺
落
慶
法
要
参
列

日
宗
連
理
事
会

宗
教
法
人
セ
ミ
ナ
ー
（
鳥
取
）

　
十
四
日

　
＋
六
日

　
十
七
日

二
＋
一
⊥

二
十
四
日

二
＋
五
日

二
＋
八
日

三
十
一
日

局
内
会
議

長
野
県
仏
教
徒
大
会
出
席

同
和
委
員
会

一
日
　
同
和
研
修
会

真
言
宗
豊
山
一
新
内
局
来
訪

W
F
B
大
会
打
合
せ
会

真
言
宗
御
室
派
管
長
晋
山
式
出
席

関
東
地
区
財
務
担
当
者
会
議

局
内
会
議

！
ファミコンでリアルタイムの株式投資
時価速報など、最新の株式情報がたちまちわかる。早朝、

深夜でも株式の売買注文がピピッとできる。山一のサンラ

インF一皿。わが家のファミコンが、こんなに役にたつとは。
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